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滋賀県は、ここ３年、国民体育大会において天皇杯25位以内、皇
后杯17位以内をキープしている。今年の東京国体もこの順位以上の
結果を出したいと考えている。特に女子棒高跳日本記録保持者の我孫
子智美選手、円盤投インターハイ２位の川尻涼介選手には３位以内の
入賞を期待している。他にも全国大会入賞経験のある選手が多数出場
します。成年少年女子共通リレーも木村茜選手を中心にまとまり、決
勝進出を狙っています。皆様の期待に応えるべく頑張りますので、応
援よろしくお願いいたします。

（文責：強化委員長　馬場豊）

一般財団法人滋賀陸上競技協会

８月31日、９月１日に第１回全国高等学校陸上競技選抜大会を大阪
市長居第2陸上競技場で開催しました。モスクワ世界陸上の女子
10000mでは新谷仁美選手が最後の1周までリードする見事なレース
でしたが、世界と互角に戦える選手の育成が急務です。最近は、桐生
祥秀選手などの若い世代の活躍が期待を高め、モスクワ世界陸上でも
海外の若い選手の活躍が注目されました。大阪陸協としても、本大会
を通じて日本陸上の次代を担う若き選手の育成に力を注いでいきま
す。
本誌面を借りて、日本陸連会長に就任された横川当協会名誉会長に

お祝いを申し上げます。横川会長は2007世界陸上大阪大会時に当協
会の会長に就任され、大阪マラソンの創設や協会法人化など組織改革
にも尽力いただき感謝に堪えません。陸連会長として、強い日本陸上
づくりにご活躍されるよう大阪を代表してエールを送ります。

（文責：専務理事　竹内 章）

一般財団法人大阪陸上競技協会
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例年にない猛暑の日々が続きますが、皆様方にはますますご清栄の
ことと存じます。
７月の兵庫選手権・８月の全国総体・全国中学・９月の近畿選手権

も終了し、目下選手たちは秋の競技会・駅伝に向けた練習に励んでい
ることと思います。強化委員会の活動としましては、10月に東京で開
催される国民体育大会のための強化合宿を終えたところです。
本県にゆかりのある選手たちが、アジア陸上競技選手権大会、世界

陸上競技選手権大会、東アジア競技大会に多く選出されました。一人
一人のパフォーマンスが楽しみです。
さて、本協会は昭和８年８月11日に設立され、今年で80周年を迎

えました。これまでの諸先輩方の協会運営を受け継ぎ、さらなる協会
発展のために益々努力をしていく所存です。
一般財団法人となって２期目、特別委員会を立ち上げ協会運営の不

備な点・不都合な点などを整理し、定款及び運営規則の一部見直しを
現在行っているところです。
また、第３回神戸マラソンが11月17日（日）に開催されます。約

88,000人の申込があり、抽選の結果フルマラソン・クオーターマラソ
ンに合わせて20,000人にさせていただきました。選手の皆様が快適に
走ることができるように現在準備しておりますのでよろしくお願いい
たします。

一般財団法人兵庫陸上競技協会

2013年６月の評議員会で新体制が承認され、川野博康氏の後任と
して専務理事職に伊東輝雄氏が就任しました。男子駅伝京都府チーム
後援会発足と陸協事務局設置を成し遂げた田中セツ子会長も二期目の
会長職を務めます。競技会運営と競技力向上の二本柱をより充実させ
ていきたいと、京都陸協に連なる全ての者が気持ちを引き締めている
ところです。今年は京都陸協創立80周年にも当たっており、記念誌の
編纂事業も進めています。過去の諸資料をひもときながら、先輩諸氏
のたゆまぬ努力と陸上競技にかける情熱に叱咤激励を受けています。
競技面では洛南高校の桐生祥秀選手を筆頭に、京都の高校生が全

国インターハイで大活躍しました。男女合わせて８種目で優勝を成し
遂げ、そのうちの4種目は大会新記録という見事な成績を収めました。
洛南高校は学校対抗で2年連続の男子優勝を勝ち取りました。これは
「チーム京都」として強化を重ねてきた成果であります。秋の国民体
育大会においても、京都府選手の活躍を大いに期待したいものです。
国際ゴールドマスターズ大会が10月５日（土）～６日（日）に西京
極陸上競技場で開催されます。世界から訪れる選手がよいコンディ
ションで競技できるようにと、準備を進めています。冬の高校駅伝・
女子駅伝の準備も始まりました。京都マラソンは２月の開催となり、
こちらの準備も本格化してきています。

（文責：広報部長　相模浩史）

一般財団法人京都陸上競技協会
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６月13日（木）～ 16日（日）にかけて全国高校総体近畿地区予選会を
奈良市鴻ノ池陸上競技場で実施いたしました。今大会には日本中の注
目を集める桐生祥秀選手（洛南・京都）が出場するとあって、４年前
の全国高校総体「奈良大会」に匹敵する観客とマスコミ各社が詰めか
けました。
　桐生選手は期待通り、100mで10秒17（大会新）、200mでは高橋和
裕選手（添上・奈良）が持つ20秒57の日本高校記録を19年ぶりに更
新する20秒41（追い風0.5m）の日本高校新記録を樹立してくれました。
　また、八種競技では、潮﨑傑選手（滝川第二・兵庫）が２年生なが
らも２日間安定した強さを見せ6037点の日本高校新記録を出すなど、
日本高校新記録２、大会新記録５のハイレベルな戦いが展開されまし
た。
　大会を運営するに当たり、特にマスコミ対応・不正スタート発見装
置への理解や全体の流れについて研修をくり返し行う等準備を進めて
いきました。準備を進める中で洛南高校をはじめ近畿各府県の高体連
陸上競技専門部のご助言ご協力がなければ今回のスムーズな運営は実
現しなかったと痛感しております。
　関係各位には心より御礼を申し上げます。ありがとうございました。

一般財団法人奈良陸上競技協会

平成24年３月に一般財団法人島根陸上競技協会としてスタートし、
平成25年４月に理事会、評議員会を開催し、役員改選を行い、平成
25年、26年度の新役員が決まりました。よろしくお願いいたします。
会　　長：細田重雄
副 会 長：後藤睆一・速水雄一・高瀬正博・山崎晃・大久保稔・

斎藤重徳
専務理事：赤名磨差己
常務理事：井上充・持田清道・矢野力・金山滉・清水禎宏・
　　　　　山根耕二・渡部輝美子
第８回世界ユース選手権大会（ウクライナ）に青山聖佳選手（松江
商業高校2年）が出場し、女子メドレーリレーで銅メダル獲得に貢献
しました。北部九州総体に於いては、青山聖佳選手（松江商業高校２
年）が100ｍ５位、200ｍ２位、400ｍ４位入賞し、女子総合６位となり、
男子棒高跳では、金山周平選手（大社高校3年）が5ｍ05で２位、澤
慎吾選手（大社高校２年）が5ｍ00で４位、来間弘樹選手（大社高
校３年）が４ｍ95で７位の同一校によるトリプル入賞を果たし、男子
フィールド３位となりました。島根からは棒高跳に５名総体に出場し
ています。棒高跳のレベルが一層上がることを期待しています。
　9月29日（日）第56回松江玉造ハーフマラソン大会を開催します。ハー
フマラソンとなって９年目、過去最高の1,409人の参加申込がありまし
た。風光明媚な宍道湖畔で健脚を競って戴きたい。

（文責：総務委員長　矢野 力）

一般財団法人島根陸上競技協会
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７月より、布勢総合運動公園陸上競技場が部分改修工事に入り、間
もなくメーン競技場の改修工事が完了します。本県唯一の一種公認競
技場であり、走りやすく、記録が出る競技場としてだけではなく、使
いやすい競技場として私たちにとって貴重な施設で、鳥取の陸上競技
の普及、強化の聖地となっています。基本的にはメーン、補助競技場
ともいつでも使用可能な競技場です。関係機関の絶大な理解と協力で
日本一使いやすい競技場と自負しています。全国には立派な競技場が
たくさんありますが、誰でもいつでも走ることができ、好記録が出る、
そして競技者に優しい競技場は、他にはないのではないかと思います。
今回はメーン競技場のフィールド種目の助走路とトラック走路の一部
を改修します。その後、補助競技場のトラック走路の一部と走幅跳の
助走路を改修する予定です。平素の練習や大会開催に支障がないよう
にメーン、補助競技場のどちらかが必ず使用できるように工事日程を
組んでいただき、多少の不便はあったものの、練習ができ、大会も予
定通り開催することができました。９月末には県新人大会と県小学生
大会、10月には中四国大学個人選手権大会を開催する予定です。こ
れに間に合わせるために関係機関の方々には本当にお世話になりまし
た。私たちの競技場としてさらに愛着を持って大切に使いたいと思い
ます。鳥取の陸上競技を支えてくれる多くの人たちの存在に感謝し、
１つ１つの大会を充実したものにして、競技者や観客に喜んでいただ
ける運営をしていきたいと思います。

（文責：専務理事　新田明彦）

一般財団法人鳥取陸上競技協会

和歌山陸上競技協会は、2015年に開催される主要３大会（インター
ハイ・国民体育大会・全国障害者スポーツ大会）の成功に向けて、施
設充実・競技運営に取り組んできています。
審判部としては、数年前から新規審判員の養成を定期的に実施して

若い人の増加に力を入れています。一般の募集は、ラジオ・インターネッ
ト・新聞等を活用して広報しました。また、３月には高校陸上部の顧
問の先生にご協力を頂き18歳、高校卒業生を中心に新規審判員の養
成も実施し、数十人にB級審判員を取得してもらいました。
　各大会に審判員として多数出席してもらえるよう要請しながら競技
の運営ならびに審判技術の向上に努めています。
　来年度には、国体のリハーサル大会として近畿選手権大会も控えて
いますので、審判員一同は今まで以上に気を引き締め競技運営に取り
組む体制を整えている所です。
　競技場周辺スペースが狭いため競技者の皆さん・関係者方々には、
ご迷惑をおかけする状況が出てくることも考えられます。万全を尽く
して取り組んでまいりますのでご協力よろしくお願いします。

（文責：審判部長　山本宜史）

一般財団法人和歌山陸上競技協会
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◇◆安全対策ガイドブックを作成しました◆◇

　日本陸上競技連盟では近年、練習中の痛ましい事故が発生していることから事故を未然に防ぐために、安全対策ガイドブックを作成しました。
練習に潜む危険因子、及び事故防止の対策について各種目毎の基本的な注意点、対策が記載されております。
　日本陸上競技連盟ホームページにもデータを掲載しておりますので日頃の練習にご活用いただけると幸いです。
　尚、本冊子は全国の中学校・高等学校、陸上競技部のある大学、都道府県陸上競技協会等に進呈されています。
　URL：http://www.jaaf.or.jp/rikuren/

◇◆ロードレースシーズンが始まります！◆◇
　11月から、冬のロードレースシーズンが始まります！
　日本陸上競技連盟主催の競技会は、来年の秋の第17回アジア競技大会（2014／仁川）の代表選手選考競技会となっている6競技会。
各競技会の詳細な情報は大会ホームページにて。
・第5回横浜国際女子マラソン大会	 2013年11月17日（日）開催	 http://www.yokohamawomensmarathon.com/
・第67回福岡国際マラソン選手権大会	 2013年12月		1日（日）開催	 http://www.fukuoka-marathon.com/
・第33回大阪国際女子マラソン大会	 2014年		1月26日（日）開催	 http://www.osaka-marathon.jp/
・東京マラソン2014	 2014年		2月23日（日）開催	 http://www.tokyo42195.org/2014/
・第69回びわ湖毎日マラソン大会	 2014年		3月		2日（日）開催	 http://www.lakebiwa-marathon.com/
・名古屋ウィメンズマラソン2014	 2014年		3月		9日（日）開催	 http://womens.marathon-festival.com/
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